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開 会◎

これより令和６年９月定例会○濵砂 守議長

を開会いたします。

本日の会議を開きます。

議事に先立ちまして、一言申し上げます。

先月８日に発生しました日向灘を震源とする

地震及び先日の台風10号により、多くの県民の

皆様が被害に遭われました。

この地震及び台風被害により被災された皆様

に対し、心からお見舞いを申し上げます。

議席の一部変更◎

それでは、これより議事に入○濵砂 守議長

ります。

この際、議席の一部を変更いたします。

各議員の議席は、会議規則第５条第１項の規

定により、ただいま御着席のとおり指定いたし

ます。

新議員紹介◎

ここで、去る９月１日、東諸○濵砂 守議長

県郡選出議員補欠選挙で当選されました渡辺正

剛議員を御紹介いたします。

渡辺正剛議員、御登壇願います。

〔登壇〕 ただいま御紹介いた○渡辺正剛議員

だきました渡辺正剛と申します。何とぞよろし

くお願いいたします。

今週の日曜日に行われました東諸県郡選挙区

補欠選挙で当選いたしまして、翌月曜日に当選

証書を頂き、皆様のお仲間、県議会議員になら

せていただいております。宮崎県政発展のため

に精いっぱい頑張ってまいりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。

つい３日前ですけれども、国スポの集まり、

会議に出させていただきまして、「ひなたのチ

カラ」を聴かせていただきました。大変すばら

しい曲で、改めて宮崎県に対する愛着、そして

誇りを感じたところでございます。

皆さんと一緒にぜひ宮崎県を盛り上げていき

たいと考えております。どうぞよろしくお願い

いたします。（拍手）〔降壇〕

会議録署名議員指名◎

会議録署名議員に、安田厚生○濵砂 守議長

議員、山内佳菜子議員を指名いたします。

議会運営委員長審査結果報告◎

まず、会期の決定について議○濵砂 守議長

題といたします。

本定例会の会期日程に係る議会運営委員長の

審査結果報告を求めます。議会運営委員会、日

髙陽一委員長。

〔登壇〕 御報告いたします。○日髙陽一議員

去る９月２日の議会運営委員会において、本

日招集されました令和６年９月定例会の会期日

程等について協議いたしました。

本定例会に提案されます知事提出議案は合

計21件、その内訳は、補正予算３件、条例３

件、予算・条例以外14件、報告承認１件であり

ます。このほか、５件の報告があります。

また、決算議案等が追加提案される予定と

なっております。

これらの提出議案の内容等を踏まえ、当委員

会において審査した結果、会期は、本日から10

月９日までの34日間とすることに決定いたしま

した。なお、会議日程は、お手元に配付されて

おります日程表のとおりであります。

本定例会は、９月11日から２日間の日程で代

表質問、13日、17日、18日の３日間の日程で一

令和６年９月６日(金)
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般質問を行います。

一般質問終了後、人事案件を採決し、その他

の議案・請願について、所管常任委員会への付

託を行い、その後、決算議案の上程となりま

す。

９月19日、20日、24日の３日間の日程で各常

任委員会を開催し、30日の本会議で、付託され

た議案・請願の審査結果報告及び採決を行いま

す。引き続いて、決算特別委員会を設置の上、

同委員会に決算議案を付託することにしており

ます。

決算特別委員会は、９月30日から10月７日ま

での間に開催し、９日の最終日に、決算特別委

員長の審査結果報告及び採決を行います。

なお、議員から提出される議案の取扱い及び

決算以外の特別委員会については、日程表に記

載のとおりであります。

議員各位におかれましては、円滑かつ充実し

た議会運営に特段の御協力をいただきますよう

お願いいたします。

以上で当委員会の報告を終わります。〔降壇〕

議会運営委員長の報告は終わ○濵砂 守議長

りました。

質疑の通告はありません。

会期決定◎

会期についてお諮りいたしま○濵砂 守議長

す。

本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員

長の報告のとおり、本日から10月９日までの34

日間とすることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議ありませんので、その○濵砂 守議長

ように決定いたしました。

本日からの日程は、お手元に配付の日程表の

とおりであります。〔巻末参照〕

議長の報告（議員の辞職許可等）◎

次に、御報告申し上げます。○濵砂 守議長

まず、去る７月16日、日髙利夫議員から、議

員を辞職したい旨の願い出があり、地方自治法

第126条ただし書の規定により、同日、議長にお

いて、これを許可いたしました。

これに伴い、７月17日に開かれました商工建

設常任委員会で、山下寿議員が委員長に互選さ

れました。

また、８月８日、坂本康郎議員より議会運営

委員会委員の辞任願が提出され、委員会条例

第13条第１項ただし書の規定により、同日、議

長において、これを許可いたしました。

これに伴い、同日付で、委員会条例第６条第

１項ただし書の規定により、議長において、工

藤隆久議員を議会運営委員会委員に選任いたし

ました。

常任委員会委員及び特別委員会委員の◎

選任

次に、常任委員会委員及び特○濵砂 守議長

別委員会委員の選任の件を議題といたします。

選任の方法は、委員会条例第６条第１項の規

定により、議長から指名いたします。

渡辺正剛議員を商工建設常任委員会委員及び

カーボンニュートラル推進対策特別委員会委員

に指名することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議ありませんので、その○濵砂 守議長

ように指名いたします。

議案第１号から第20号まで及び◎

報告第１号上程
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次に、お手元に配付のとお○濵砂 守議長

り、知事から、議案第１号から第20号まで及び

報告第１号の各号議案の送付を受けましたの

で、これらを一括上程いたします。〔巻末参照〕

知事提案理由説明◎

ここで、知事に提案理由の説○濵砂 守議長

明を求めます。

〔登壇〕 おはようござ○知事（河野俊嗣君）

います。

令和６年９月県議会定例会の開会に当たり、

ただいま提案いたしました議案の御説明に先立

ち、４点御報告を申し上げます。

１点目は、日向灘沖の地震と台風第10号につ

いてであります。

先月８日、日向灘を震源とするマグニチュー

ド7.1の地震が発生し、日南市で震度６弱を観測

するなど、県全域が大きな揺れに見舞われまし

た。

また、同月下旬には過去最強クラスの勢力を

保った台風第10号が九州に接近し、29日に薩摩

川内市付近に上陸しました。

今回の地震では、人的被害として負傷者10

名、住家被害として半壊２棟、一部破損74棟が

発生し、台風では、負傷者38名、半壊20棟以

上、一部破損1,100棟以上が発生しております。

被害に遭われた県民の皆様に心よりお見舞い申

し上げます。

県では、これらの災害に際し、私を本部長と

する災害対策本部を設置し、被害状況の把握や

被災者支援の体制構築、関係機関との連絡調整

等を行ってまいりました。また、台風に際して

は、市町村が早期避難の呼びかけを迅速に行え

るよう、国とも協議の上、８月28日に県内24市

町村に災害救助法のいわゆる「おそれ適用」を

行い、29日には突風被害の多かった宮崎市に本

適用を行いました。

そして、私自身、現場の状況をじかに確認す

るため、地震関係では、日南市の被災地を視察

し、髙橋日南市長をはじめ関係者の皆様から、

被害状況の説明や要望などを伺いました。

台風関係では、大きな被害が発生した宮崎市

の住家や農業施設、日向市や椎葉村の国道など

被災現場を視察し、関係者の皆様と意見交換を

行いました。

また、昨日は、江藤衆議院議員、武井衆議院

議員、松下参議院議員、清山宮崎市長ほか関係

団体の皆様とともに、東京で岸田首相及び松村

防災担当大臣に面会し、被災状況を説明した上

で、激甚災害指定の検討など災害復旧等への早

期支援や自治体への十分な財政措置等について

緊急要望を行ったところであります。

岸田首相からは、災害救助法が適用された自

治体のうち、要望のあった市町に対し、普通交

付税の繰上げ交付を予定していることととも

に、被災された方々が一日も早く暮らしを取り

戻すことができるよう、地元と緊密に連携を取

りながら、生活再建や復旧支援にしっかり取り

組むというお考えを表明いただきました。

県としても、現在、災害対策のための追加補

正予算の編成作業を進めており、市町村や関係

機関と連携し、準備が整い次第、県議会にお諮

りしてまいります。

今回の地震では、南海トラフ地震臨時情報

「巨大地震注意」が、令和元年の運用開始以

来、全国で初めて発表されました。これは、専

門家で構成される評価検討会により、大規模地

震の発生可能性が平常時に比べて相対的に高

まったとされたことによるものです。

「南海トラフ地震臨時情報」や「巨大地震注
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意」という言葉は、聞き慣れない言葉でしたの

で、どのような行動を取ればよいのか戸惑った

県民の皆様も多かったことと思います。また、

イベント等の中止や宿泊施設の予約キャンセル

も多数発生したところであります。

国では、今回の臨時情報を受けた自治体や企

業などの対応を検証していくとのことですが、

県や市町村においても、それぞれの立場で住民

に対する周知の在り方を検証していく必要があ

るものと考えております。

この臨時情報による特別な注意の呼びかけ

は、発災から１週間後の先月15日に終了しまし

たが、大規模地震発生の可能性がゼロになった

わけではありません。

今後40年以内に南海トラフ地震の発生する確

率が90％程度とされていることに加え、日向灘

の震源域でプレートの岩盤が破壊されずに残っ

た領域、いわゆるプレートの「割れ残り」があ

り、地震のリスクがふだんより高まっている可

能性も指摘されるなど、引き続き警戒が必要と

されています。

本県は立て続けに大きな地震と台風に見舞わ

れたところでありますが、この被災体験こそ防

災対策をさらに強化する契機とすべきものと考

えております。

県民の皆様には、今回の地震や台風で高まっ

た防災意識を継続していただき、家具類の転倒

防止や住宅の耐震化、災害時の避難場所や経路

の確認、必要な物資の備蓄など日常生活を送る

上での言わば「標準装備」として、災害への備

えを再確認していただきますようお願いいたし

ます。

県としても、様々な災害から県民の命を守る

ため、国や市町村、関係機関と連携しながら、

改めて「常在危機」の意識を徹底し、防災対策

に万全を尽くしてまいります。

一方、相次ぐ災害により大きな影響を受けた

地域経済の回復を図るため、県外の方々に安心

して本県を訪れていただくことができるよう、

前向きかつ積極的な情報発信や観光誘客に取り

組んでまいります。

２点目は、第81回国民スポーツ大会・第26回

全国障害者スポーツ大会の本県開催決定につい

てであります。

７月17日に開催された日本スポーツ協会の理

事会において、令和９年の国スポ大会の本県開

催が正式に決定いたしました。

これに伴い、障スポ大会の開催も決定し、大

会会期は、国スポが令和９年９月26日から10月

６日までの11日間、障スポは国スポ後に３日間

の開催が予定されています。

両大会の本県開催には、平成27年に招致決議

を全会一致で議決いただいた県議会をはじめ、

関係する皆様の熱意と理解が大きな力となりま

した。改めて心よりお礼申し上げます。

昭和54年以来、48年ぶりとなる国スポでは、

再び天皇杯を獲得するという目標を掲げ、「ス

ポーツランドみやざき」の将来につながり、全

国のモデルとなるような大会を目指してまいり

ます。そして、競技力の向上や地域スポーツの

振興のみならず、本県初開催となる障スポと併

せて、「スポーツの持つ力と可能性」が広く県

民に元気・勇気・感動を与え、県民の健康や生

きがいづくりにもつながるよう取り組んでまい

ります。

また、来県される全ての皆様に、本県の豊か

な食や自然・文化など多彩な魅力を感じていた

だけるよう、県民総参加型の「おもてなしの

心」あふれる大会に向けた準備も進めてまいり

ます。
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令和６年９月６日(金)

引き続き、県議会をはじめ、県民の皆様の御

理解と御協力をよろしくお願い申し上げます。

３点目は、ブラジル宮崎県人会創立75周年記

念式典等についてであります。

先月24日、ブラジル・サンパウロ市におい

て、ブラジル全土から本県出身者やその御家族

など約320名が参加し、「ブラジル宮崎県人会創

立75周年記念式典」が盛大に開催されました。

本県からは、佐藤副知事や野﨑副議長、関係者

の皆様が参加し、節目となる75周年をお祝いし

ました。

また、創立41周年を迎えるパラグアイ宮崎県

人会や、創立60周年を迎えるアルゼンチン宮崎

県人会との交流会も行われ、それぞれの心温ま

る歓迎と現地県人会の皆様のふるさと宮崎に対

する熱い思いに接し、大いに感銘を受けたとこ

ろであります。

今回の訪問を契機として、昨年開催した宮崎

県人会世界大会の成果も踏まえ、現地県人会を

はじめ、世界各国で活躍されている本県出身の

皆様との絆をより強固なものにするとともに、

本県の魅力発信や県産品の販路拡大、観光誘客

などに取り組んでまいります。

４点目は、国際定期便「宮崎―ソウル線」の

冬季増便についてであります。

同路線は、昨年９月から週３便で運航を再開

しておりましたが、昨年度の利用が好調であっ

たことから、今年の冬ダイヤで増便されること

が決定しました。

具体的には、10月27日から12月17日までは週

５便に、12月18日から来年３月29日までは週７

便にそれぞれ増便されます。

週７便での運航は、同路線が平成13年に就航

して以来、初めてであり、県民の利便性向上は

もとより、インバウンドの増加による県内経済

の活性化が一層図られるものと期待しておりま

す。

これまでの国際線の充実に向けた県議会の御

支援に改めて感謝申し上げます。

県では、本路線を将来にわたって安定的に維

持するための利用促進とともに、さらなる国際

定期便の就航に向けて積極的に取り組んでまい

りますので、引き続き県議会をはじめ県民の皆

様の御理解、御協力を賜りますようお願い申し

上げます。

それでは、議案の概要について御説明申し上

げます。

初めに、補正予算案についてであります。

補正額は、一般会計142億2,663万4,000円、公

営企業会計8,063万3,000円であります。この結

果、一般会計の予算規模は6,760億9,098万5,000

円となります。

今回の補正予算による一般会計の歳入財源

は、国庫支出金５億3,032万7,000円、繰入金マ

イナス１億1,547万1,000円、繰越金134億8,589

万9,000円、諸収入１億3,937万9,000円、県債１

億8,650万円であります。

このうち、繰入金がマイナスとなっておりま

すが、これは介護関連事業の財源を基金繰入金

から国庫補助金へと振り替えることに伴う減額

であります。

また、繰越金は令和５年度決算の実質収支で

あります。

続きまして、今回の補正予算案に計上した主

な事業の概要について説明いたします。

初めに、補正予算第１号についてでありま

す。

まず、東京ビル再整備事業は、建て替え中の

宮崎県東京ビルの解体工事におけるアスベスト

処理等の追加工事や、物価上昇等に伴う工事費
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令和６年９月６日(金)

の増加に対応するものです。

次に、介護現場におけるＩＣＴ導入支援事業

と労働環境改善に向けた介護ロボット導入支援

事業は、介護保険事業所等に対して、介護ソフ

トや介護ロボットの導入などを支援することに

より、働きやすい職場環境を整備するもので

す。

次に、宮崎牛需要創出緊急対策事業は、枝肉

や子牛の価格が低迷する状況を踏まえ、宮崎牛

の消費拡大キャンペーン等に要する費用の補助

やイスラム圏への輸出促進等を行うものです。

次に、宮崎県和子牛資質向上緊急対策事業

は、和牛繁殖農家に対する母牛の更新補助等を

行うものです。

そのほか、公共事業関係といたしまして、６

月の豪雨による山地災害対策や小林市の岩瀬ダ

ムで繁殖している特定外来生物ウキクサの除去

対策を行うこととしております。

なお、議案第２号「港湾整備事業特別会計補

正予算」につきましては、細島港の荷役機械修

繕に係る繰越明許費を計上するものでありま

す。

次に、予算以外の議案について御説明申し上

げます。

議案第４号は、郵便料金が変更されることに

伴い、道路占用料の未納者に対する督促手数料

を改正するものであります。

議案第５号は、警察職員が災害警備等に従事

した際に支給される特殊勤務手当の額を引き上

げるための改正を行うものであります。

議案第６号は、宮崎県信用保証協会が県と損

失補償契約を締結した上で行う債務保証に関

し、求償権の放棄等を承認した際の議会への報

告規定を整備するものであります。

議案第７号及び第８号は、工事請負契約の締

結及び変更について、議会の議決に付するもの

であります。

議案第９号は、公安委員会委員、江藤利彦氏

が令和６年10月31日をもって任期満了となりま

すので、その後任委員として松山昭氏を任命い

たしたく、議会の同意を求めるものでありま

す。

議案第10号及び第11号は、教育委員会委員、

島原俊英氏及び松山郁子氏が令和６年10月８日

をもって任期満了となりますので、その後任委

員として、それぞれ森山和真氏と、同じく松山

郁子氏を任命いたしたく、議会の同意を求める

ものであります。

議案第12号から議案第20号につきましては、

公害審査会委員９名が令和６年10月31日をもっ

て任期満了となりますので、その後任委員を任

命いたしたく、議会の同意を求めるものであり

ます。

このうち議案第12号は、山崎里都子氏の後任

委員として池田香代子氏を、議案第17号は、河

村隆介氏の後任委員として盆子原康博氏を、議

案第19号は、土手裕氏の後任委員として関戸知

雄氏を、議案第20号は、土井裕子氏の後任委員

として峰松俊夫氏を、また、議案第13号外４議

案につきましては、洲崎達也氏外４名の後任委

員として、同じく洲崎達也氏外４名をそれぞれ

任命いたしたく、議会の同意を求めるものであ

ります。

次に、報告第１号は、東諸県郡選出県議会議

員の補欠選挙に伴う補正予算についての専決報

告であり、早急に対応するため、専決処分を

行ったものであります。

今回提案いたしました議案の概要については

以上であります。

議員の皆様におかれましては、よろしく御審
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議のほどお願いいたします。〔降壇〕

知事の説明は終わりました。○濵砂 守議長

明日からの日程をお知らせいたします。

明日７日から10日までは、議案調査等のため

本会議を休会いたします。

次の本会議は、11日午前10時から、代表質問

であります。

本日はこれで散会いたします。

午前10時25分散会
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